
戦後 70 年とわたし 吉永小百合さん 

 

『週刊朝日』8 月 21 日号の独占インタビューである。リードから―戦争の犠牲者に

祈りを捧げる夏を迎えた。戦後 70 年。焦土からの驚

異的な復興と、平和な社会をつくりあげながら、安

全保障政策で今、日本が岐路に立つ。戦後に寄り添

い、数多くの映画に出演してきた吉永小百合さんが、

戦争の愚かさ、平和の尊さを語った。 

ヒロシマの悲劇を最も強く伝える戯曲が、井上ひ

さしさんの「父と暮せば」だと思います。原爆で死

んで幽霊になった父と生き残った娘の物語です。こ

の本の冒頭で、広島と長崎に落とされた原爆のこと

を、日本人の上に落とされただけではなく、人間の

存在全体に落とされたものであり、だからまた、あの地獄を知っていながら、知らない

ふりをするのは、なににもまして罪深いことだと述べています。 

人間が人間として生きることも死ぬことも、一瞬にして奪ってしまう原爆は、本当に

とんでもないこと。その現実を私たちは絶対に知っていなければならないと思うんです

ね。どんな反対や困難があっても、原爆展も続けていくことが大切なんだと思います。

めげそうになっても、つらい状況の中でも声を上げて、戦争はいけない、核はいやだと

伝えていかなければいけないと思うのです。 

その真実の姿を見なかったために、とても残念なことに、私たちはもちろんのこと、

被爆者さえも、これだけ大きな力を持つ核なんだから、平和に利用したら素晴らしいエ

ネルギーになるんじゃないかと思ってしまいました。そして、ちゃんとした知識も持た

ずうかうかしているうちに、この狭い列島に 54 基もの原発ができて、福島の悲劇を招

きました。あれから 4 年も経つというのに、いまだに放射性汚染水が漏れているという

報道があります。福島の人たちの怒りと悲しみは今でも癒されることはありません。 

戦後 70 年を迎えて、広島に、長崎に、原爆が落とされたことを知らない若い人たち

が増えています。当然、核の悲惨さも知らない。そんな時代だからこそ、世界中から核

兵器をなくすこと、戦争の愚かさと平和の尊さを、私たち日本人はもっともっと語って

いかなければいけない。俳優である私はこれからも、詩の朗読と映画の仕事を通して語

り継いでいきたいと思います。 

～ さすが、吉永小百合さんらしい、鋭く心のこもった力強いメッセージだ。 

                             (2015 年 8 月 21 日) 


